
第9回洪水管理国際会議(ICFM9)におけるポスター発表について

国立研究開発法人土木研究所の主催で2023年2月18日～22日につくば国際会議場にて

開催された第９回洪水管理国際会議(ICFM9)に和歌山県県土整備部河川･下水道局砂防課

と和歌山県土砂災害啓発センターが参加し、ポスター発表を行いました。

令和5年3月7日
資 料 提 供

Disaster Mitigation Education for reducing 
sediment disaster impact conducted by the 
Wakayama Prefectural Government

（和歌山県における土砂災害による被害を軽減する
ための防災教育）

Case Study of Interpolation Method of 
Missing River Stage of Mountainous Flash 
Floods Based on Microseismical Monitoring 
Network

（地震観測網の微小振動データからの山地河川洪水
時の欠測推移の補完に関する事例研究）

記

1. ポスター発表の状況

※詳細については、｢第9回洪水管理国際会議(ICFM9)への参加｣をご覧ください。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/080604/top_d/fil/230301ICFM9.pdf

担当 電話番号
和歌山県土砂災害啓発センター 稲田･筒井 0735-29-7532
砂防課 坂口･宮田 073-441-3171

洪水管理国際会議
世界中の様々な専門家や政策立案者が集って
洪水に関して議論を行い、それぞれのアイデア
や経験について意見交換を行う唯一の国際会議

ICFM9で発表した
防災RPG(英語版)のデモンストレーション

対象：和歌山県海南市立第三中学校 2年生
日時：令和5年3月14日(火)

①10時45分～11時35分(2年A組)
②11時45分～12時35分(2年B組)

場所：和歌山県海南市立第三中学校

発表者：副主査 岸畑明宏 発表者：主任 筒井和男


